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原子炉由来の放射性セシウムの黒毛和牛における臓器・組織分布 

Organ/Tissue Distribution of Radioactive Cesium in Wagyu (Japanese black cattle) 
 

北里大学獣医学部※１,家畜改良センター※２ 
○有田 真士※１、富山 貴教※１、島岡 千晶※１、新川 俊一※２、白井 達夫※２、伊藤 伸彦※１、 

武藤 顕一郎※１、柿崎 竹彦※１、和田 成一※１、夏堀 雅宏※１ 

 
(ARITA, Masashi*1; TOMIYAMA, Takanori*1; SHIMAOKA, Chiaki*1; SHINKAWA, Shunichi*2; 

SHIRAI, Tatsuo*2; ITO, Nobuhiko*1; MUTO, Kenichirou*1; KAKIZAKI, Takehiko*1;  
WADA, Seiichi*1; NATSUHORI, Masahiro*1) 

 
1. はじめに   
これまでの研究より、牛に放射性セシウム（*Cs: 134Cs +137Cs）汚染飼料を少なくとも 20 日間以上給

餌し続けることで、筋肉中*Cs 濃度は吸収速度と排泄速度が一致する定常状態を示すことが明らかとな

っている。ところが、定常状態において牛が摂取した総*Cs に対して各組織が占める割合についてはあ

まり調べられていない。そこで今回は、暫定許容値に近い値の 137Cs を含む飼料を牛に 20 日間以上給

餌し、総*Cs に対して定常状態における筋肉、肝臓、腎臓、血液、第一胃内容物、直腸便、尿中での各

臓器が占める 137Cs の割合を算出し、考察した。 
2. 方法   

黒毛和種 14 頭（雌）に対し*Cs 45-369 Bq/kg(中央値 169 Bq/kg 80%wet)が含まれる飼料（牧草）を

1 日約 14 kg、2015 年 9 月 1 日から 29 日間給餌した。その期間中、約 7 日毎に全ての個体から血液、

第一胃内容物、直腸便を採取した。30 日以降は清浄飼料に切り替えて給餌し、12 月 14 日までの 76 日

間に定期的に 2 頭ずつ安楽死処置し、筋肉（咬筋、大腰筋、最長筋）、血液、肝臓、腎臓、第一胃内容

物および直腸便を採取した。これら生体試料は均一化し、プラスチック容器（100ml）へ圧縮充填し、

Ge 半導体検出器で 134Cs、137Cs、および 40K 濃度を測定した。 
3. 結果および考察   

29 日間の汚染飼料給餌後の各試料中 137Cs 濃度、尿に対する濃度比，総給餌量に対する分布割合を表

1 に示す。総給餌量に対する 137Cs の割合は筋肉全体で約 50%を占めており、また筋肉と牧草の 137Cs 濃度

が概ね近い値を示した。一方、尿中 137Cs 濃度と可食部位の筋肉および肝臓中 137Cs 濃度の比が概ね 0.5-2 の

範囲であった。これらのことから、定常状態では牧草中*Cs 濃度または尿中 137Cs 濃度より牛の汚染度合い

を推定できると示唆された。牛では個体ごとの飲水量の違いなどにより尿中の*Cs 濃度が大きくばらつく

ことが懸念されるが、体内に取り込まれた*Cs の主な排出経路は尿であり、尿を測定して牛の汚染度合

いを評価することは有意義であると思われる。今後は、飼い直し期間における*Cs 消失過程での尿と筋

肉中の*Cs 濃度についての関係性をより詳細に検証し、牛の*Cs 汚染度合いをより簡便、正確に推定す

る方法を確立したいと考える。 
 

表 1. 放射性セシウム含有牧草（45-369 Bq/kg）の 29 日間継続給餌での定常状態における生体試料中 
137Cs 濃度、尿中濃度に対する比および総給餌量に対する分布割合 

臓器・組織 
筋肉 
全体 

咬筋 最長筋 大腰筋 血液 肝臓 腎臓 
第一胃

内容物 
直腸便 尿 

137Cs 濃度 Bq/kg 168 274 114 168 10 145 371 46 104 157 
濃度比／尿 1.07 1.74 0.73 1.07 0.06 0.92 2.36 0.29 0.66 1 
分布割合(%) 50 0.56 0.89 0.38 0.43 1.01 0.57 7.49 3.44 2.01 
下線部：推定値(筋肉全体の 137Cs 濃度は咬筋、最長筋、大腰筋の 137Cs 濃度を用いて推定した) 
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